










要約:現行のマススクリーニング,つまり全国的に実施されている先天代謝異常スクリーニ

ング(PKU,ガラクトース血症,メプルシロップ尿症,ホモシスチン尿症,ヒスチジン血症),ク

レチン症スクリーニング,先天性副腎過形成症スクリーニング,(以上を新生児スクリーニ

ングと総称)および神経芽細胞腫スクリーニングについて,その個々の問題についての課題,

あるいは幾つかのスクリーニングに共通する課題(全体的システムに関する問題と称す)に

ついて,協同研究者の研究の意義,筆者の見解,或いは,今年度は検討出来なかったが,次年

度以降に研究すべき問題などを概観的に述べた。


